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生誕100年バースデー！ リゲティに感謝を込めて…

Zum 100. Geburtstag!
Vielen Dank, György Ligeti
贅沢な顔ぶれで迫る、摩訶不思議なリゲティの世界　　鈴木淳史

 森谷真理（ソプラノ）＆大西宇宙（バリトン）Viva Verdi! Ⅲ
“ドラマと音楽の一体化”を表現する稀有なデュオ　　香原斗志

アンナ・ヴィニツカヤ（ピアノ）

新たな発見と喜びをもたらす、羅針盤たる存在　　片桐卓也
〈エスポワール	スペシャル	19〉

ベフゾド・アブドゥライモフ（ピアノ） 

世界を席巻する若き巨匠、その唯一無二のピアニズムを聴く
  ［ Schedule 2023.5〜8 ］
 ［ Information ］
 2023/2024シーズン主催公演［前期］ラインナップ速報！
ランチタイムコンサート	Vol.122	實川	風（ピアノ）／久保田	巧	ヴァイオリンは歌う	Vol.3
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アンナ・ヴィニツカヤ（ピアノ）
2023年5月31日（水）19：00
フランク（ヴェークマン編）：
	 前奏曲、フーガと変奏曲	Op.18
スクリャービン：ワルツ	ヘ短調	Op.1 ／幻想曲	ロ短調	
Op.28 ／ 2つの詩曲	Op.32 ／ピアノ・ソナタ第5番	
Op.53

ショパン：即興曲第1番	変イ長調	Op.29／即興曲第2番	
嬰ヘ長調	Op.36／即興曲第3番	変ト長調	Op.51／幻
想即興曲	嬰ハ短調	Op.66

ラヴェル：高雅で感傷的なワルツ／ラ・ヴァルス
6,000円／U-25 3,000円　全席指定
特別協賛：株式会社竹中工務店
後援：一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）

ショットとのトリオによる音楽祭での演奏など、ヨー

ロッパでのキャリアを順調に伸ばし続けている彼女の

こと、来日公演も貴重なものとなって来るに違いない。

ロシアの黒海沿岸で生まれ、ロストフでオシペ

ンコに師事し、10代でハンブルクへ移って学び、

2007年のエリザベート王妃国際コンクールで優勝
したというそのキャリアの中に、彼女の秘密を探そ

うとすることも出来るが、人は日々、変化を続ける。

おそらく、その答えは海風に吹かれているはずだ。

坂道を走っておりて、その風を見つけに行こう。

 （かたぎり・たくや／音楽ライター）

奏曲》を演奏した。とりわけショパンにおける彼女の

“言葉遣い”と“声”に驚きを感じた。

楽譜とはテキストであり、ピアニストはそれを語

る人だとすれば、語る時のトーンと声の質感にまで

想像力をめぐらして演奏する人は少ない。しかし、

ヴィニツカヤのショパンのなかには、この音符を語

る時にはこのイントネーションとトーンで、という

はっきりした意志があり、楽譜に内在しているはず

の物語が、風に流され途切れた雲間から望む三日月

や星たちのように航路を照らしてくれた。

そしてコロナ禍を経て、再び彼女のライブにもう

すぐ出会うことが出来る。今回トッパンホールで演

奏されるプログラムで興味深いのは、フランクとス

クリャービンという私は経験したことのない組み合

わせに加え、ショパンとラヴェルという違った方向

を向いた、しかしピアニストにとっては重要となる

テクニックを要求される作曲家の作品を並べている

ことだ。彼女のスクリャービンはまだ聴いたことが

無い。それは私の海図に新たな大陸の可能性を付け

加えてくれるだろう。

ここ数年は、ペトレンコ指揮によるベルリン・フィ

ルとのツアーの中で、ザルツブルク音楽祭へのデ

ビューを果たし、チェクナヴォリアン、ミュラー =

音楽という大海の波に揉まれ続けていると、時に

は羅針盤の存在すら忘れ、エンジン音の不調にも気

付かず、自分の乗っている船の底に付着した厄介者

を削ぎ落とすメンテナンスも放棄していることがあ

る。しかし、怠慢な自分をハッと我に返らせてくれ

る瞬間があり、私の場合、それはほとんどがピアニ

ストのライブを聴いた時である。

ここ10年ぐらいの例で言えば、つい先頃、このトッ
パンホールでリサイタル、及びマスタークラスを開

催したばかりのアンティ・シーララが2010年にリ
サイタルでブラームスとシェーンベルクの作品を組

み合わせたプログラムを聴かせてくれた時、思わず

羅針盤を見直して、方向感覚を修正した記憶が鮮明

に残っている。アレクサンドル・カントロフのリサ

イタルでは、船のいたるところにあった錆の存在が

浮き彫りになった。いまだに錆び落とし作業は続い

ている。他にもたくさんのピアニストの存在がなん

とか船を維持させてくれている。

そして、もうひとり、そんな体験をさせてくれた

ピアニストが実はアンナ・ヴィニツカヤであった。

2018年のリサイタルではプロコフィエフの《ピア
ノ・ソナタ第4番》に始まり、ドビュッシーの《前奏
曲集》5曲と《喜びの島》、そしてショパンの《24の前

ジェルジ・リゲティの作り出した音楽には、どこかぐにゃっとし

た歪みがある。

バルトークの延長線上にあるような作風をにおわせたかと思え

ば、アメリカのミニマル音楽やジャズから受けた影響だって隠そうと

しない。情念を排し、秩序を一義においた最先端の作曲技法を駆使し

ながらも、民族音楽がもつ熱い高揚をたぎらせる。トーンクラスター

やポリリズムといった技法を使った作品も多いものの、かっちりと固

められたスタイルで作り続けるタイプの作曲家ではなかった。

強いていえば、多様性。彼自身が自らの音楽について、「アヴァン

ギャルドでもなければ、伝統的でもない。調性でも、無調性でもな

い」と述べたように。

だから、いかなる時代、どの方向からみても、リゲティの音楽は

なにかしらヘンテコなのだ。そうした歪みが、ユーモラスに、ときに

は狂気まではらんだグロテスクな姿ともなって、聴き手に強いイン

パクトを与える。それこそが、リゲティの個性といっていいのでは

ないか。

そのリゲティの100回目の誕生日となる今年5月28日、トッパン

ホールで〈生誕100年バースデー！リゲティに感謝を込めて…〉が開

催される。翌29日とあわせて2夜に渡る、室内楽の殿堂ならではの

豪華演奏者を揃えたリゲティ誕生会だ。

今回の演奏会のキーマンとなるのは、ピアニストのトーマス・ヘ

ル。ヘルは、2016年にトッパンホールに初登場、リゲティの《エ

チュード》全曲を演奏。2018年にはシューマンとアイヴズを弾いた。

その響きがもたらす完璧な構築に客席は圧倒されたものだ。

今回、トッパンホールでは7年ぶりとなる《エチュード》全曲を2

夜に分けて弾く。超絶技巧と表現内容を両立させたショパンなどの

エチュードの系譜をしっかりと受け継いだ作品だ。さらに、東欧や

アフリカ、アジアなどの民族音楽のエッセンスを交え、ロックやサ

ルサといったジャンルも混線させつつ、美術や数学といった広汎に

渡る分野のアイディアも盛り込まれる。ヴィルトゥオーゾ性たっぷ

りにして百科全書的。20世紀のピアノ音楽の金字塔であり、ヘルに

とっても最重要なレパートリーだ。

この演奏会当日、ヘルにはルーマニアで行われるリゲティ演奏会

への出演依頼もあったそう（世界各地でそうした演奏会が行われて

いるはずだ）。彼は東京での公演を選んだ。リゲティ演奏のオーソリ

ティを記念日に日本で聴けるヨロコビ！ 第2夜の三重奏曲にもヘルは

登場、その精密なピアノをアンサンブルでも聴かせてくれるだろう。

2曲の弦楽四重奏曲を担当するのは、果敢に攻め抜くスタイルの

クァルテット・インテグラだ。第1夜の四重奏曲第1番《夜の変容》は、

バルトーク作品をポップにしたかのような奇想性あふれる作品。第

2夜の四重奏曲第2番は、古典的な形式のなかに、特殊奏法も用いつ

つ、点描と色彩だけが浮かび上がるような、響きそのものを重視し

た音楽だ。ハンガリー時代に書かれたが社会主義政権下では初演で

きなかった第1番と、亡命後の第2番との作風の違いも、若き四重奏

団のアグレッシヴな演奏により、さらに際立つことだろう。

第1夜には、チェンバロのために書かれた3つの作品も演奏され

る。チェンバロのための現代作品としては古典という領域に入った

名曲ばかりだが、弾くのはフォルテピアノの名手、川口成彦。ちょっ

としたサプライズが嬉しすぎる。ハンガリー民謡風のフレーズが複

雑なリズム・パターンで繰り返されたり、リズムのズレで響きの塊

を作り出したりと、チェンバロがもっているモダンな風趣を十二分

に引き出した作品ばかりだ。

第2夜で演奏される無伴奏ヴィオラ・ソナタも、やはりこの楽器

ならではの特色が生かされた曲だ。作曲家の晩年に書かれ、ハンガ

リーの民謡が歪みを交えながら聴こえ、その奥にバッハの姿も見え

隠れする。今井信子らの次世代を代表し、ヨーロッパで活躍中の赤

坂智子が、彫りの深い演奏を聴かせてくれよう。

第2夜のプログラムの冒頭を飾るのは、ホルン、ヴァイオリン、ピ

アノのための三重奏曲《ブラームスへのオマージュ》だ。いわゆるリ

ゲティの後期様式、さまざまな様式や技法が入り乱れる、彼にとっ

て本格的な多様化時代の幕開けとなった作品でもある。

ホルンの朗々と広がる響きが印象的な音楽だ。リゲティも、この

楽器がもつ自然倍音から生まれる微分音に魅せられてこの作品を

書いたという。ホルンを担当するのは、福川伸陽。すばらしいコン

トロールで楽器を操るスペシャリストが、作品のすみずみまで光を

当ててくれるはず。トリオには、俊英ヴァイオリン奏者の毛利文香

とトーマス・ヘルが加わる。世界的にみても、なんとも贅沢な取り

合わせか！

過去や現在、そして未来を思わせるものまで一つに溶け合ったよ

うな、不思議な音楽を書いたリゲティ。そんな濃密な時間をたっぷ

り味わい尽くす誕生日になりそうだ。

（すずき・あつふみ／音楽評論家）

生誕100年バースデー！ リゲティに感謝を込めて …

新たな発見と喜びをもたらす、羅針盤たる存在
	 	 片桐卓也

贅沢な顔ぶれで迫る、摩訶不思議なリゲティの世界	 鈴木淳史
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に作曲を続けるサイダミノヴァによる《古代ブハラの

壁》は、オアシスの街として栄えた美しいブハラのそ

こかしこで、青く広い空に見守られながら祈りを捧げ

る敬虔なムスリムたちの姿や、優美な尖塔にこだます

る荘厳な祈りの声を鮮やかに眼前に描き出します。

もともとオルガンのために作曲され、神聖な雰囲気

をまとったフランクの《前奏曲、フーガと変奏曲》は、

東と西の異なる文化ゆえに非常に対照的な雰囲気をま

といながらも、祈りの場に満ちる清々しい空気を感じ

させるという点で、興味深い親和性があると言えるで

しょう。クラシック音楽の世界におけるマジョリティ

とは少し距離のある環境に生まれ、学び、ロンドン国

際ピアノ・コンクール優勝を契機に、洋の東西を自在

に行き来しながら見聞を深める俊才だからこそ描き出

せる、実感の籠った対比の妙に、期待が高まります。

＊　　　＊　　　＊

ドゥダメルやペトレンコら名指揮者や、パリ管や

コンセルトヘボウ管弦楽団など世界の名立たるオケ

との共演が絶えないアブドゥライモフは、2004年の
初来日で、『日本と恋に落ちました』という。その後の
来日でも、日本独特の文化や伝統に魅了されてきた

という彼は、コロナ禍による混乱を経て、聴衆と音楽

を通じて気持ちを通じ合わせることのできる「ライ

ヴ」への思いをさらに強く胸に抱き、大きなこだわり

をもって活動しています。『それだけに、人生のほと

ホール初登場となるベフゾド・アブドゥライモフは、

彼の地を代表するピアニストとして、タシケントで

生まれたムスリムであるという出自に強く誇りを抱

きながら、世界で活躍しています。

そうした意味で、今回のプログラムの核をなすの

は、（もちろんプログラム後半のラフマニノフやプロ

コフィエフも聴きごたえ抜群なことは間違いないけ

れど）、ウズベキスタンに生まれ多方面で活躍する作

曲家、ディロロム・サイダミノヴァの存在と言えるか

もしれません。オーケストラ、声楽、室内楽と、多彩

昨年5月27日、〈Viva Verdi! Ⅱ 中期〉は、408席のトッパンホールをむせぶほ
どの熱気で満たした。たんに熱演であったという意味ではない。生涯にわたっ
て劇と音楽の合一を志したジュゼッペ・ヴェルディがドラマに込めた熱が、作
曲家のねらいどおりに発散されたというべきだろう。むろん、よほどすぐれた
演奏でなければ、熱をじゅうぶんに引き出すのは難しい。
それは森谷真理と大西宇宙という、必ずしも典型的な「ヴェルディ歌手」とは
受け取られていない2人が、無二のヴェルディ歌いであると証明された2時間で
もあった。
シリーズは2018年12月に開催されたランチタイムコンサート、〈Viva Verdi! 
初期オペラのヒロインたち〉からはじまった。日本では演奏機会が少ない《エル
ナーニ》や《海賊》など、ヴェルディがキャリア初期に書いたオペラからヒロイ
ンのアリアが厳選されて歌われた。
それが成功した理由は、ある意味、わかりやすい。ヴェルディの初期の作品

はソプラノのパートにコロラトゥーラが頻出し、それをニュアンスに富んだフ
レージングや力強い響きと両立させなければならない。現実には、それらの要
素がバランスした歌唱を耳にする機会はけっして多くないが、幸い、森谷の歌
唱にはいま記したいずれもが高い次元で備わっている。
森谷が表現した初期ヴェルディの清新なイメージは、ヴェルディのねらいが

歌唱に正しく反映された結果、耳に届けられた清新さだといっていい。

ヴェルディが求めるのは森谷が得意とする歌唱
そして、昨年の〈Viva Verdi! Ⅱ 中期〉に受け継がれたのだが、いずれの曲も
深い情感で満たされたという点で、ヴェルディの意図に忠実だった。
《シチリア島の夕べの祈り》のボレロのような小さな曲が、こうも感情の色彩
で満たされるのは驚きだった。《ラ・トラヴィアータ（椿姫）》のヴィオレッタの
華麗なコロラトゥーラは、もとより森谷にはお手のものだが、声の色彩をとお
して聴き手の心を直接揺さぶる心模様は、一級のソプラノにしか表現できない。
また、繊細さと抒情性をきわめた《リゴレット》のジルダに続いて、アンコー
ルで高度な技巧と悪魔性が両立したマクベス夫人を聴かせるという離れ業に
は、もはや脱帽するしかなかった。
このところ森谷が立っているオペラの舞台は、一見、脈絡がない。この１年
余りに聴いたものを振り返っても、プーランク《人間の声》、プッチーニ《蝶々夫
人》、ヘンデル《ジュリオ・チェーザレ》、ドニゼッティ《ランメルモールのルチ
ア》、ワーグナー《ニュルンベルクのマイスタージンガー》……。
しかし、これらを聴きくらべていえるのは、どんなにスタイルが異なる曲を
歌っても、盤石の呼吸と発声にもとづいた柔軟な表現が共通しているというこ
とである。すなわち、土台が堅固であれば、そのうえにどんな歌唱を築いても崩
れないし、容れものがたしかだから感情を縦横無尽に盛り込める。
すると〈Viva Verdi! Ⅲ 後期〉への期待は、おのずと高くなる。常識的には、森
谷の声には少し重いと思われがちなヴェルディの後期作品のヒロイン、たとえ
ば《運命の力》のレオノーラや《ドン・カルロ》のエリザベッタ、《アイーダ》の表
題役などに、いったいどれだけ感情がみなぎることだろうか、と。
これらの役は、ドラマティックな声で旋律に緊張を張り詰めて歌われるべき

もの、という誤解が根強くあった。しかし、ヴェルディがスコアをとおして歌手
に求めているのは、無限の色彩とニュアンスによって感情を浮かび上がらせる
歌唱、つまり森谷が得意とする歌唱なのである。

大西のヴェルディに日本人として空前の歌唱の予感
この〈Viva Verdi! Ⅲ 後期〉は〈Ⅱ 中期〉と同様、バリトンの大西宇宙とのデュ
オで贈られる。むろん、大西の歌唱水準は森谷に少しも負けていない。
もともと日本人離れした艶がある美声とエレガントなフレージングに、おおい
なる強みがある大西だが、昨年、トッパンホールで彼のヴェルディを聴き、そこ
に力みのない自然な力強さが加わっていることに驚かされた。だから、《イル・ト
ロヴァトーレ》のルーナ伯爵でも、《仮面舞踏会》のレナートでも、濃密な声を堪
能しながら、ヴェルディが掘り下げた人間の感情の深奥に触れることができた。
ニューヨークのジュリアード音楽院を卒業後、2015年からシカゴ・リリック・

オペラに所属した大西だが、アメリカ時代はヴェルディのオペラは喉への負担が
大きいという理由で、歌わないように指示されていたという。だが、コロナ禍を迎
える直前に所属したドイツのエージェントからは、むしろヴェルディを勧められた。
じつは、大西が歌を志したころの憧憬の対象もヴェルディだった。こうして
いま、ふたたびヴェルディへの情熱に火が点いた大西は『ルーナ伯爵など、トッ
パンホールで歌って、こんなに自分に合っていたのかと思いました』と語る。
事実、見事なヴェルディだった。往年の凛々しいヴェルディ・バリトンを髣
髴とさせる流麗なフレージング、美しいイタリア語に、20世紀の半ばごろの大
歌手には欠けていた多彩なニュアンスが加わる。大西も森谷同様、一見すると
レパートリーに脈絡がないようで、多様なスタイルの歌唱経験が、表現の深掘
りにつながっている。
だから、《運命の力》のドン・カルロも、《ドン・カルロ》のロドリーゴも、《アイー

ダ》のアモナズロも、《オテッロ》のイアーゴも、《ファルスタッフ》のフォードも、
日本人の歌唱としては空前の水準になるのではないか、と期待される。
イタリアの音色にヴェルディならではの濃厚なドラマをにじませる河原忠之
のピアノを得て、トッパンホールがヴェルディのねらいどおりに濃密な感情の
坩堝になる。それは疑いない。 （かはら・とし／音楽評論家）

〈エスポワール	スペシャル	19〉
ベフゾド・アブドゥライモフ（ピアノ）
2023年6月13日（火）19：00
フランク（バウアー編）：前奏曲、フーガと変奏曲	Op.18
ディロロム・サイダミノヴァ：古代ブハラの壁
ラヴェル：夜のガスパール
ラフマニノフ：13の前奏曲より	第5番	ト長調	Op.32-5
ラフマニノフ：10の前奏曲より	第5番	ト短調	Op.23-5
プロコフィエフ：
	 《ロメオとジュリエット》からの10の小品	Op.75
5,000円／U-25 2,500円　全席指定
特別協賛：株式会社 安藤・間
後援：一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）

森谷真理（ソプラノ）＆大西宇宙（バリトン）
Viva	Verdi!	Ⅲ	後期
2023年6月9日（金）19：00
河原忠之（ピアノ）
ヴェルディ：《運命の力》より
	 	 		〈私はペレーダ〉〈神よ、平和を与えたまえ〉〈この中に私の運命がある〉
	 	 ：《アイーダ》より〈おお、わが故郷〉〈ああ、お父様！〉
	 	 ：《ドン・カルロ》より〈わが最後の日が来た〉〈世のむなしさを知る神〉
	 	 ：《ファルスタッフ》より〈これは夢か？まことか？〉
	 	 ：《オテッロ》より〈イアーゴのクレド	―無慈悲な神の命ずるままに〉
	 	 		〈泣きぬれて野のはてにひとり（柳の歌）～アヴェ・マリア〉
6,500円／U-25 3,000円　全席指定
特別協賛：高砂熱学工業株式会社

いにしえの時代から、ひとやもの、とりわけ美し

く貴重な絹を運ぶ重要な交易ルートとして栄えた

シルクロード。その7つの道のひとつ「天山北路」を
チベットから西に辿ると、ウルムチやアルマトイと

いった大都市を経て、ウズベキスタンが誇る青い都

サマルカンド、そしてタシケントへと誘われます。

近年、ウズベキスタン航空による成田からの直行便

も就航し、少しずつ身近な存在になってきたものの、

多くの日本人にとって、いまだ神秘のヴェールの存

在を感じさせる国、ウズベキスタン。6月にトッパン

んどの時間を、旅と、演奏と、コンサートの準備に費
やしているよ』と笑う彼からの、皆様へのメッセージ。
『私は、クラシック音楽は、人類に与えられた最も
偉大な宝物のひとつだと信じています。音楽は、た
だ喜びや勇気を私たちにもたらすだけでなく、私た
ちがたとえどこにいても、人々をつないでくれる力
があります。それは、世界のどこの国であっても同
じですが、とりわけ日本の聴衆の皆さんの前で演奏
するとき、そうした音楽の力を強く感じるのです』
強靭なテクニックと華麗なるピアニズムに秘めら

れた、アブドゥライモフの音楽に対する真摯な思い

を、私たちも心して受け取りたい。

 （安井智宏／企画制作部）

生誕100年バースデー！ リゲティに感謝を込めて …

Zum	100.	Geburtstag!	
Vielen	Dank,	György	Ligeti
生誕100年バースデー！	リゲティに感謝を込めて…
トーマス・ヘル（ピアノ）
川口成彦（チェンバロ）／福川伸陽（ホルン）
毛利文香（ヴァイオリン）／赤坂智子（ヴィオラ）
クァルテット・インテグラ
　［三澤響果、菊野凜太郎（ヴァイオリン）
　	山本一輝（ヴィオラ）／築地杏里（チェロ）］

2023年5月28日（日）19：00
リゲティ：
	 弦楽四重奏曲第1番《夜の変容》A
	 チェンバロのための〈ハンガリー風パッサカリア〉B
	 チェンバロのための〈ハンガリアン・ロック（シャコンヌ）〉B
	 チェンバロのための〈コンティヌウム〉B
	 ピアノのためのエチュード第3巻／第2巻	C

2023年5月29日（月）19：00
リゲティ：
	 ホルン、ヴァイオリン、ピアノのための三重奏曲
	《ブラームスへのオマージュ》D
	 弦楽四重奏曲第2番	A
	 無伴奏ヴィオラ・ソナタ	E
	 ピアノのためのエチュード第1巻	C
A クァルテット・インテグラ
B 川口成彦
C	トーマス・ヘル
D	福川伸陽、毛利文香、トーマス・ヘル
E	赤坂智子

（各日）5,500円／U-25 2,500円　全席指定
協賛：タマポリ株式会社／株式会社トータルメディア開発研究所
 株式会社トッパン・コスモ／凸版物流株式会社
 株式会社BookLive ／株式会社フレーベル館
後援： ハンガリー大使館／リスト・ハンガリー文化センター
 一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）

完売

“ドラマと音楽の一体化”ヴェルディのねらいが
濃密に表現される稀有なデュオ

香原斗志

世界を席巻する若き巨匠、その唯一無二のピアニズムを聴く

Behzod
 Abduraimov
	 	 ベフゾド・アブドゥライモフ

Viva Verdi! III
Mari Moriya

&
Takaoki Onishi
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心揺さぶる名シーンに彩られた“幸せな歌の時間”

最新情報はオフィシャルWEBサイトでご案内しています 　※WEBチケットもご利用いただけます

※開場は開演の30分前となります。
※未就学児のご入場はご遠慮ください。なお、全主催公演で託児サービスをご利用いただけます［有料・要予約］。
	 お申し込み・お問い合わせは（株）マザーズ	0120-788-222まで。	 2023年4月中旬現在

日時 公　　演

5／

2 （火）
19:00

ジャン=クロード・ペヌティエ（ピアノ）
80歳アニヴァーサリーリサイタル	 特別協賛：東急建設株式会社

10 （水）
19:00

クリスティアン・ベザイデンホウト（フォルテピアノ）＆平崎真弓（ヴァイオリン）
―モーツァルトと遊ぶ	 特別協賛：株式会社 安藤・間

28 （日）
19:00

Zum	100.	Geburtstag!	Vielen	Dank,	György	Ligeti
生誕100年バースデー！リゲティに感謝を込めて…
第1夜：トーマス・ヘル（ピアノ）／川口成彦（チェンバロ）／クァルテット・インテグラ
第2夜：トーマス・ヘル（ピアノ）／福川伸陽（ホルン）／毛利文香（ヴァイオリン）／
 赤坂智子（ヴィオラ）／クァルテット・インテグラ29 （月）

19:00

31 （水）
19:00

アンナ・ヴィニツカヤ（ピアノ）	
特別協賛：株式会社竹中工務店

6／ 9 （金）
19:00

森谷真理（ソプラノ）＆大西宇宙（バリトン）　Viva	Verdi!	Ⅲ	後期
河原忠之（ピアノ）	 特別協賛：高砂熱学工業株式会社

日時 公　　演

6／ 13 （火）
19:00

〈エスポワール スペシャル 19〉 
ベフゾド・アブドゥライモフ（ピアノ）	 特別協賛：株式会社 安藤・間

7／ 20 （木）
19:00

山根一仁（ヴァイオリン）
J.S.バッハ	無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ＆パルティータ全曲演奏会Ⅱ

〈ランチタイムコンサート〉
トッパンホールが選んだ若手ホープによるミニ・コンサート	 ［全席指定］

7／ 6 （木）
12:15

Vol.122	 實川	風（ピアノ）　J.S.バッハ	vs	爛熟のロマンティシズム

8／ 4 （金）
12:15

Vol.123	 五十嵐薫子（ピアノ）

トッパンホール周辺は、絶好の春のお花見スポット。今年の桜は少し
せっかちで、早くも見ごろを終え葉桜となったその足元では、今度はツ
ツジが咲き誇っています。新緑と赤のコントラストがとてもキレイで
す。コンサートにお越しの折は、ホールの周りもぜひ散策してみてくだ

さい。今号では、6月に公演を控えるアブドゥライモフさんに、メール・
インタビューしました。「日本と恋に落ちた」と語るほど、日本とその聴
衆を愛してくれていて、今回の訪日をとても楽しみにしているそう。世
界を虜にする若き巨匠の東京初リサイタル、楽しみです！	 （雪）

編集後記

www.toppanhall.com

表紙：ジャン=クロード・ペヌティエ
ペヌティエを聴くことは、ペヌティエを感じること―。作品を通して終始伝え
られる音楽への尽きぬ思い、慈愛に満ちた響きの奥に潜む透徹したまなざ
し。ときに生きる歓びを、ときに存在への謙虚さを促すその表現の深さに、
私たちはいつも赦され、諭され、いだかれます。コロナ禍等での幾たびの中
止を経て、いよいよ迫る再会。今回も、極上のペヌティエ体験が待っています。

今回で3回目となる
《久保田 巧 ヴァイオリ
ンは歌う》。「歌う楽器
ヴァイオリン」として
の魅力を余すところな
く伝える本シリーズは、
毎回心躍るプログラム
と、久保田の音楽家と
しての奥行きの深さ、

色彩の豊かさ、そして室内楽の醍醐味とも言える「客席と奏者との
掛け合いの愉しさ」がギュッと詰まった、濃密な時間となっています。

今回のテーマは「オペラ」。オペラを主題としたヴァイオリン曲と
オペラ・アリアやオペラの抜粋で全編を構成するという超意欲的な
もの。そのために「歌、オペラ」と言えばこの人！と言われるピアニ
ストの河原忠之と初共演するという本気度。ステージ上でともに息

久保田 巧 ヴァイオリンは歌う 
Vol.3 オペラの愉しみ
2023年6月18日（日）15：00
河原忠之（ピアノ）

【オペラ名場面集】
サラサーテ：カルメン幻想曲 Op.25
ヴェルディ：《リゴレット》 《椿姫》より
ほか
全席指定：5,500円
主催：KAJIMOTO
お問い合わせ：カジモト・イープラス		050-3185-6728

チケットのお申し込み：トッパンホールチケットセンター

づく最強のパートナーを得て、どんなドラマが展開されるのか？ 408
席の極上の空間で、名手が織りなすオペラ名場面の数々、必聴です！

　数多の才能のなかから次世代を担う
逸材をご紹介している〈ランチタイムコン
サート〉。7月は、国内外で活躍するピア
ニスト、實川風が登場。古典から現代ま
で幅広いレパートリーと、豊富なアイディ
アが光る抜群のプログラミングセンスが
魅力的な俊英です。今回は、J.S.バッハと
マーラー、ツェムリンスキー、シェーンベ
ルクら世紀末ウィーンの爛熟した文化を

牽引した作曲家を対比させた、意欲的なプログラムに挑みます。特
にJ.S.バッハは近年、集中的に取り組んできた作曲家で、プログラ
ムされている2曲は、この3月にリリースされたばかりのオール・バッ
ハ・アルバム「Kaoru Jitsukawa plays BACH」（キングレコード）に
も収録されており、いま一番手中にあるだろう作品です。7月のコン
サートでは、どのように多彩な音のパレットを拡げるのか、どうぞ
楽しみにお待ちください。

〈ランチタイムコンサート Vol.122〉
實川 風（ピアノ） 
J.S.バッハ vs 爛熟のロマンティシズム
2023年7月6日（木）12：15
J.S.バッハ（ペトリ編）：
 羊は安らかに草を食み（狩のカンタータ BWV208より）
ツェムリンスキー：
 《デーメルの詩による幻想曲集》 Op.9より 第1曲〈夜の声〉
マーラー：交響曲第5番 嬰ハ短調より 〈アダージェット〉
シェーンベルク：6つの小さなピアノ曲 Op.19
J.S.バッハ：パルティータ第2番 ハ短調 BWV826
入場無料（要予約／お一人様2席まで）
受付期間：2023/5/25（木）～6/15（木）
お申し込み方法：
	［一般］ハガキ（抽選制・当選者のみ通知）
	 	 〒112-0005	東京都文京区水道1-3-3
	 	 トッパンホールチケットセンター	「ランチタイムコンサート	Vol.122」受付係
	 	（住所、氏名（フリガナ）、電話番号、希望席数を明記ください。）
	［会員］電話

音楽を“風”にのせて…

2023年

10/1（日）
16：00

トッパンホール23周年 バースデーコンサート
周防亮介（ヴァイオリン）／笹沼 樹（チェロ）
兼重稔宏（ピアノ）／クァルテット・インテグラ　ほか

10/4（水）
19：00

ラファエル・アギーレ（ギター）

10/21（土）
17：00

アレクサンドル・タロー（ピアノ）

10/31（火）
19：00

〈ハーゲン プロジェクト 2023〉
ハーゲン・クァルテット

11/1（水）
19：00

11/2（木）
19：00

11/24（金）
19：00

ティル・フェルナー（ピアノ）

12/7（木）
19：00

フォーレ四重奏団

12/12（火）
19：00

ズラトミール・ファン（チェロ）＆
アレクサンドル・カントロフ（ピアノ）

6/14
発売

7/5
発売

7/12
発売

2024年

1月 トッパンホール ニューイヤーコンサート 2024

1/23（火）
19：00

イアン・ボストリッジ（テノール）
アレッシオ・アレグリーニ（ホルン）
ジュリアス・ドレイク（ピアノ）

2/13（火）
19：00

イリア・グリンゴルツ（ヴァイオリン）―無伴奏

2/16（金）
19：00

Trio Rizzle meets 
イリア・グリンゴルツ（ヴァイオリン）

3/10（日）
17：00

岡本侑也（チェロ）

3/13（水）
19：00

アレクサンドル・メルニコフ（ピアノ）

1月〜3月 鈴木優人（チェンバロ）
J.S.Bachを弾く 3 ―平均律 第2巻

※発売日は変更になる可能性があります。記載の発売日は一般発売日です。
※★印はセット券をご用意しています。
※最新情報はオフィシャルWEBサイトをご確認ください。

9/13
発売

10/18
発売

発売日
未定

11/15
発売

★

★

★

INFORMATION

SCHEDULE 2023.5〜 8 主催公演 トッパンホールチケットセンター
（10：00〜18：00 土日祝休） 03-5840-2222

速報！ 2023/2024シーズン主催公演［前期］ラインナップ


